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	製品名: HNRNPUマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、普遍的に発現する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）のサブファミリーに属します。hnRNPはRNA結合タンパク質であり、異種核RNA（hnRNA）と複合体を形成します。これらのタンパク質は核内のpre-mRNAと関連しており、pre-mRNAのプロセシングやmRNA代謝・輸送のその他の側面に影響を及ぼすと考えられています。すべてのhnRNPは核内に存在しますが、一部は核と細胞質の間を往復しているようです。hnRNPタンパク質はそれぞれ異なる核酸結合特性を持っています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNA結合ドメインとスキャフォールド関連領域（SAR）特異的な二分DNA結合ドメインを含んでいます。このタンパク質は、hnRNAを大きなリボ核タンパク質複合体にパッケージングすることにも関与していると考えられています。アポトーシスの際には、このタンパク質はカスパーゼ依存的に切断されます。 SALD部位で切断が起こり、DNA結合活性が失われ、同時にこのタンパク質は核構造部位から分離されます。しかし、この切断はRNA代謝におけるコードタンパク質の機能には影響しません。この遺伝子には、少なくとも2つの選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	K562（1）およびJurkat（2）細胞溶解物に対するHNRNPUマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	HNRNPU マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	HNRNPU マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	HNRNPU マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

